
 

 

 

 
 

 

 

学校と保護者の「Chromebook」と  

「スマートフォン等」を子どもに与える  

覚悟と責任について   

校長 篠崎 大作  
 

いよいよ夏休みが始まります。学校では、1年生児童も含め、１人１台端末（Chromebook）を活用し、

各教科における活用や子どもたちが様々な理由により欠席した際のオンライン学習、そして、ミライシード等

の週末課題など、多くの場面で子どもたちの学び、成長を図っています。また、夏季休業期間も Chromebook

を自宅に持ち帰り、活用していただくことにより、家庭学習の定着や学力向上につなげていきます。 

この Chromebook は、小樽市教育委員会が市内の児童生徒に対して「学校内での学習のため」そして、

「自宅に貸し出す際も学習活動に使用すること」を目的として貸与されており、「自分や他人の個人情報をイ

ンターネット上にあげない」や「相手を傷つけたり、嫌な思いをさせたりすることを書き込まない」などのル

ールを設定した上で貸与しています。また、子どもたちが安心・安全に使用できるようにするために、そして、

様々なトラブルに巻き込まれないために、先生方が管理できるチャット機能以外の SNS（ソーシャルネット

ワークサービス）機能等については、インストールできないようにしており、加えて子どもたちの使用履歴や

活用状況については、小樽市教育委員会で把握され、適切ではない使用や検索等がある場合には、速やかに学

校へ連絡がくるシステムが構築されています。このように、小樽市教育委員会として『覚悟と責任』をもって

貸与しているため、これまで、本校及び市内小中学校においては、Chromebook使用に関わる SNSのトラ

ブルが発生したという事例は聞いておりません。 

では、各ご家庭において、スマートフォンや通信機能付ゲーム機などをお子さんに与える際、『与える親の

覚悟と責任』として、どのような家庭内のルール、約束、フィルタリングの設定等をしているでしょうか。子

どもがスマートフォンや通信機能付ゲーム機を持つことは、少なからず様々なトラブル、犯罪、ネットいじめ

等の被害者、時には加害者となる可能性があることを意味します。「通信ゲームで知り合い意気投合した小学

生。実は、悪意をもった大人であり、様々な画像を送信させられた」「グループライン等で、軽はずみで書き

込んだ“死ね”、“きもい”などの言葉がその後取り返しのつかない大きなトラブルに発展した」など、これ

までも報道等で耳にしたことがある方も多いと思います。 

我々教職員は、子どもたちが様々なトラブル、犯罪、ネットいじめ等に巻き込まれないようにするために、

「情報モラル教育」の実施や日頃から SNS等に関わる指導をしています。そして、もしトラブル等に巻き込

まれた際には、子どものために全力で対応します。しかし、SNS等の問題で最も重要なことは、「未然防止」

「早期発見・早期対応」です。そのためには、スマートフォンや通信機能付ゲーム機を与える保護者が、子ど

もに与えっぱなしにせず、契約者は保護者であることの『覚悟と責任』をもち、フィルタリング設定や家庭内

のルールづくりをすること。定期的に使用状況を確認すること。そして「文章や画像の送信内容」や「お子さ

んの様子の変化等」をよく観察することが重要であり、何か気になることがあったら、すぐに「何かあった？」

「大丈夫？」と、お子さんに声をかけることが大切です。このことが、大切なお子さんを様々なトラブル、犯

罪、ネットいじめ等から守る一番の方法です。 

家庭と学校、そして地域の大人が連携し、銭函の未来を担う大切な子どもたちを『覚悟と責任をもって』見

守っていきましょう！（水の事故、交通事故等に気をつけ、楽しく、充実した夏休みをお過ごしください） 

 

                                     ＜学校教育目標＞ 

                                 ・かしこい子ども 

                                 ・美しい心をもつ子ども 

                         ・強くたくましい子ども 

第５号 令和６年７月２２日  【重点教育目標】 『進んでかかわり ともに鍛える銭小の子の育成』 

 

銭函小 HP 



PTA資源回収ありがとうございました 
６月２９日（土）は第１回目の資源回収日でした。

今年度も「ひがしリサイクルサービス」に資源の回

収をしていただき、PTA 会員の皆様や地域の皆様

のご協力のおかげで無事終了することができまし

た。この場をお借りして、お礼申し上げます。 

なお、回収業者さんがわかりにくい回収箇所があ

ったため、大変ご迷惑をおかけしました。次回は、

事前に十分な確認をいたします。次回の資源回収は

１０月１９日（土）を予定しております。 
 

出前授業「ライン引き体験」 
７月１７日（水）に「北海道技建」と「秋津道

路」による社会貢献事業として、昨年度に続き本

校の駐車場のライン引きや舗装修理が実施され

ました。また、同時に４年生がライン引きの体験

学習を行いました。道路のラインを引く仕事に

ついて、体験を通して学ぶことができました。 

学校ホームページも合わせてご覧ください。 

PTA銭小まつり、学年レクについて 
６月に打ち合わせ会を行い、それぞれの学年担当

者が準備を進めています。すでに２、４年生のレク

が実施され、今後も各学年からお知らせがあると思

います。担当者だけでは運営できない場合がありま

すので、皆様のご協力をお願いいたします。銭小ま

つりは、１０月２６日（土）に開催予定です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 主な行事予定 

 １日（木）小樽イングリッシュキャンプ 

２２日（木）特別日課４時間（給食なし） 

      ２学期始業式 職員会議 

２３日（金）特別日課 午前授業 

２６日（月）児童会⑦ 夏休み図書返却開始 

２７日（火）特別日課５時間 小中合同研修会 

      学校運営協議会③ 

２８日（水）校外学習「屋形船乗船体験」（4-1） 

２９日（木）特別日課 研修日 

      スクールカウンセラー来校 10:00～16:00 
 

※８月中に避難訓練（地震・津波）を実施予定です。 
 

学校閉庁日について 

働き方改革の一環として、８月 10 日～15 日
は学校閉庁日となります。この期間は学校に職員
が勤務しておりませんのでご了承ください。また、
平日は８時 10 分～16 時 40 分まで学校が開い
ています。長期休業中の平日は、上記の時間帯以
外が転送電話システムとなります。なお、土日、祝
日、閉庁日は終日です。よろしくお願いいたしま
す。 

 

作品募集について 
夏休み中に取り組めそうな各種 

応募案内を紹介する文書を配りま 

したので、ご覧ください。 

また、自分の思ったことや感じたことを表現す

る１つの方法として、ぜひ夏休み中には読書感想

文に取り組んでほしいと思います。 

 

標準学力調査の結果について 
４月１８日（木）に行われた３、５年生の標準学

力調査の個別の結果につきましては、７月初旬に

配付しております。校内の全体の傾向としては、

基礎学力の未定着と書く力が課題となっておりま

す。学校では、児童の実態に合わせた授業改善に

取り組むほか、家庭学習の習慣化や放課後学習で

の繰り返し練習を通して、基礎学力の定着にも務

めていきます。 

 

いじめアンケートの結果について 
全校児童を対象にいじめアンケートを実施しま

した。４月から「嫌な思いをしたことがある」と回

答した児童は、全校で５２名おりました。対象児童

には各担任との面談を実施し、適切な指導等を行

いました。今後も未然防止、早期発見、早期解決に

取り組んでいきます。 

「きかせて」の運用を始めました 
１人１台端末を活用し、子どもの声をすくい上

げる取組として６月より「きかせて」の運用を行っ

ており、これまで７４件の回答があり、それぞれの

内容に合わせて、担任等が話を聞くなどの対応を

しています。 

夏休み中も各学級のクラスルームから回答でき

ます。児童の変化を早期発見できるよう、今後もこ

の取組を続けていきます。 

グラスデザインコンテスト 
 ７月２６～２８日に開催される小樽がらす市

に向けて「グラスデザインコンテスト」が行われ、

本校からも応募がありました。そして、応募総数

２９１点の作品から、４年１組の塩谷 

凛太朗さんの「じょうもんグラス」が 

佳作に選ばれました。おめでとうござ 

います！ 
 


